
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
表示手段と、
前記表示手段の少なくとも一部の表示面に配置されたタッチセンサと、
前記タッチセンサの表面から突出し且つ該表面を凹部又は凸部を頂点部とする曲線で縁取
るガイド手段と、
前記ガイド手段の曲線の頂点部に対応する前記タッチセンサの位置を基準位置として、該
基準位置からのスライド操作の方向に基づき調整値を変更する制御手段とを有することを
特徴とする電子機器。
【請求項２】
前記制御手段は、前記基準位置が押下されたときは、調整値を予め記憶された基準値に設
定することを特徴とする請求項１記載の電子機器。
【請求項３】
前記制御手段は、前記基準位置の押下後にスライド操作が行われたときは、調整値を前記
基準値から変更することを特徴とする請求項２記載の電子機器。
【請求項４】
前記基準位置が押下されたことを報知する報知手段を有することを特徴とする請求項１記
載の電子機器。
【請求項５】
前記制御手段は、音響信号の出力レベルの調整値を制御することを特徴とする請求項１、
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２、３又は４記載の電子機器。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、表示部の画面に配置され、押下に応じて指示を入力できるタッチセンサを備え
た電子機器に関する。
【０００２】
【従来の技術】
電子機器の従来例であるＣＲＴタッチスイッチ装置においては、表示部に行列状に複数の
スイッチが配置されたタッチスイッチ部と、このタッチスイッチ部のスイッチの操作を検
出するスイッチ検出手段と、このスイッチ検出手段により上記タッチスイッチ部がなぞら
れた方向を検出して、スイッチを移動させる表示移動手段とを具備している（特許文献１
参照）。
【０００３】
また、電子機器の他の従来例である手探り操作装置においては、表示画面を有する表示装
置と、前記表示画面上に設けられたタッチパネルであって操作者が触れた前記タッチパネ
ル上の接触点を示す位置情報を出力するタッチパネルと、操作者が前記タッチパネルに触
れることによって指令した動作を前記位置情報に応じて特定する特定手段と、該特定手段
の出力に応じた制御信号を出力する制御手段とを備え、前記特定手段は、前記タッチパネ
ルの４隅の各領域を端部として、前記一つの端部から他の端部へ移動した前記接触点を前
記位置情報を基に検出し、検出した前記接触点の移動開始端部と移動終了端部とから前記
操作者が指令した前記動作を特定するように構成されている（特許文献２参照）。
【０００４】
【特許文献１】
特開昭６３－３４６３５号公報（第１頁）
【特許文献２】
特開２００１－１５４７６６号公報（段落番号「０００５」、図１）
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記従来の電子機器においては、タッチセンサ（特許文献１のタッチスイ
ッチ、特許文献２のタッチパネルに相当）の押下によって制御する調整値を、現在値から
どれだけの値を増加したり減少するための基準値を指定する操作の基準位置が特定できな
いという問題点があった。すなわち、上記特許文献１のＣＲＴタッチスイッチ装置におい
ては、タッチスイッチ部がなぞられた方向を検出することは可能であるが、基準値からの
増減の変化量を設定することはできなかった。また、上記特許文献２においても、タッチ
パネルの接触点の移動開始端部と移動終了端部とから操作者が指令した動作を特定するこ
とは可能であるが、基準値からの増減の変化量を設定することはできなかった。
【０００６】
本発明は上記問題点に鑑みてなされたものであり、その目的とするところは、タッチセン
サの押下によって制御する調整値について、基準値からの増減の変化量を容易に設定する
ことができる電子機器を提供することにある。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
上記目的を達成するために本発明の電子機器は、表示手段と、前記表示手段の少なくとも
一部の表示面に配置されたタッチセンサと、前記タッチセンサの表面から突出し且つ該表
面を凹部又は凸部を頂点部とする曲線で縁取るガイド手段と、前記ガイド手段の曲線の頂
点部に対応する前記タッチセンサの位置を基準位置として、該基準位置からのスライド操
作の方向に基づき調整値を変更する制御手段とを有するようにした。
【０００８】
従って、本発明の電子機器によれば、表示手段の表示面に配置されたタッチセンサを操作
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する際に、タッチセンサの表面から突出したガイド手段に指を接触させて、ガイド手段の
曲線を形成する凹部又は凸部を頂点部として、その頂点部に対応するタッチセンサの基準
位置からのスライド操作の方向に基づき、調整値を変更するので、表示を見ることなく手
探りで頂点部を探し当てて、頂点部からのスライド操作の方向に基づき調整値を変更する
ことにより、タッチセンサの押下によって制御する調整値について、基準値からの増減の
変化量を容易に設定することができる。
【０００９】
本発明の電子機器は、前記制御手段が、前記基準位置が押下されたときは、調整値を予め
記憶された基準値に設定するようにした。
【００１０】
従って、本発明の電子機器によれば、基準位置を押下することによって、極めて簡単に基
準値（最適値）を設定することができる。
【００１１】
本発明の電子機器は、前記制御手段が、前記基準位置の押下後にスライド操作が行われた
ときは、調整値を前記基準値から変更するようにした。
【００１２】
従って、本発明の電子機器によれば、調整する前にまず基準値（最適値）に戻して、その
基準値からの調整を行うので、調整状態を容易に把握できる。
【００１３】
本発明の電子機器は、前記基準位置が押下されたことを報知する報知手段を有するもので
ある。
【００１４】
従って、本発明の電子機器によれば、基準値（最適値）に設定されたことを報知によって
容易に認識することができる。
【００１５】
本発明の電子機器は、前記制御手段が、音響信号の出力レベルの調整値を制御するように
した。
【００１６】
従って、本発明の電子機器の一例である車載音響装置によれば、ガイド手段の曲線を形成
する凹部又は凸部を頂点部として、その頂点部に対応するタッチセンサの基準位置からの
スライド操作を行うので、手探りで頂点部を探し当てて、車両の運転をしながらでも音響
信号の出力レベルの調整値を変更できる。
【００１７】
【発明の実施の形態】
以下、図面に基づいて本発明の電子機器の実施の形態として車載音響装置を例に採って説
明する。図１は本実施の形態を示す車載音響装置の構造を示す外観図である。図２は、図
１においてＸ－Ｘ線に沿う断面図の一部である。
【００１８】
図１に示す車載音響装置は、筐体１の前面に操作パネル２が設けられている。この操作パ
ネル２の略中央部には、図１及び図２の示すように、開口部としてのガイド形状３（ガイ
ド手段に相当する）が形成され、そのガイド形状３の縁は前面側に突出した形状になって
いる。このガイド形状３の内側すなわち開口部には、表示機能及び押下、或いは接触に応
じてオンとなるスイッチ機能をもつディスプレイ・タッチセンサ４が露出している。具体
的には、タッチセンサがディスプレイの表示面に配置された構成になっている。すなわち
、ガイド形状３は、このタッチセンサの表面から突出し、且つ、その表面を凹部３ａ及び
凸部３ｂを有する曲線の縁部で縁取る構造になっている。
【００１９】
ディスプレイ（表示手段に相当する）は、ＬＣＤ（液晶表示デバイス）で構成されている
。また、タッチセンサは、ＩＴＯ（ Indium Tin Oxide：インジウム、錫、及び酸素の化合
物）を材料とする透明導電膜で構成され、電子ビーム蒸着法やスパッタリング法によって
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、ＬＣＤの表示面に形成されている。なお、タッチセンサは、ディスプレイの表示面のす
べてに配置される必要はなく、少なくとも一部の表示面、例えば押下すべき範囲だけに配
置されていてもよい。
【００２０】
図３は、図１の車載音響装置のシステム構成を示すブロック図である。音声や楽音などの
音源を提供する音源機器１０は、ラジオ機器１１、ＣＤプレーヤ機器１２、ＣＤチェンジ
ャ機器１３、ＭＤチェンジャ機器１４、その他の機器１５で構成されている。メインＣＰ
Ｕ２０（制御手段に相当する）は、システムバスを介してこれらの各機器に接続され、上
記のディスプレイ・タッチセンサ４から入力されるユーザの指令に応じて、各機器に対す
る制御を行う。メインＣＰＵ２０はまた、インターフェース回路２０を介してディスプレ
イ・タッチセンサ４に接続され、ユーザの操作に応じてタッチセンサ４ａからの指令を取
り込み、表示すべき画像データをディスプレイ４ｂに出力する。
【００２１】
図４は、ユーザがタッチセンサ４ａから指令を入力する様子を示す図である。ユーザは、
この図に示すように、タッチセンサ４ａの表面を指５で押下して、この車載音響装置を操
作する。この場合に、タッチセンサ４ａの表面を縁取るガイド形状３の曲線の縁部に指５
を接触した状態で押下するが、ガイド形状３の曲線の凹部３ａを頂点部として、その頂点
部に対応するタッチセンサ４ａの位置を基準位置とする。ユーザは、その基準位置を中心
として押下して操作することにより所望の調整を行うことができる。
【００２２】
図５は、音源機器１０から出力される音のボリューム調整の操作例を示す図である。図５
（１）において、ディスプレイ・タッチセンサ４に表示されたエリア４ｃには、「ＶＯＬ
ＵＭＥ」の文字の下に「●」マークが表示され、このマークの左側及び右側には、それぞ
れ「－」マーク及び「＋」マークが表示されている。図５（２）に示すように、指５で「
●」マークを押下すると、音量はレベル調整範囲における初期値である最適値に調整され
る。次に、例えば、図５（３）に示すように、（図の矢印の方向に）指５を押下した状態
で「●」マークから「＋」マークにスライド（すなわち、ドラッグ）させると、音量が増
加するように制御される。逆に、図５（４）に示すように、（図の矢印の方向に）指５を
押下した状態で「●」マークから「－」マークにスライドさせると、音量が減少するよう
に制御される。
【００２３】
次に、本実施の形態における制御処理の動作について、ボリューム調整処理を例に採って
説明する。図６は、メインＣＰＵ２０によって実行されるボリューム調整処理のフローチ
ャートである。
【００２４】
まず、ステップＳ１において、基準位置（図５の「●」マークの位置）が押下されたか否
かを判断し、基準位置が押下された場合には、基準位置が押下されたことをビープ音によ
り報知し（ステップＳ２）、現在設定されているボリューム値を所定のレジスタに退避さ
せて記憶する（ステップＳ３）。次に、ステップＳ４において、ボリューム値を予め登録
されている最適値に設定し、ボリューム操作の有効時間をカウントするためのタイマーを
起動する（ステップＳ５）。
【００２５】
基準位置が押下された後は、ステップＳ６において、タッチセンサ上を基準位置から右方
向にスライド操作されたか否かを判断し、右方向すなわち「＋」マーク側にスライド操作
されたときは、ボリューム値を最適値からＵＰ方向に制御する（ステップＳ７）。右方向
にスライド操作されない場合には、ステップＳ８において、基準位置から左方向にスライ
ド操作されたか否かを判断し、左方向すなわち「－」マーク側にスライド操作されたとき
は、ボリューム値を最適値からＤＯＷＮ方向に制御する（ステップＳ９）。
【００２６】
右方向にも左方向にもスライド操作されない場合には、タイマーがタイムアップしたか否
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かを判断し（ステップＳ１０）、タイムアップしていない場合には、ステップＳ６に戻っ
てスライド操作の有無を判断する。一方、タイムアップしたときは、ステップＳ３におい
てレジスタに記憶した元のボリューム値に戻す（ステップＳ１１）。
【００２７】
ステップＳ７においてボリューム値のＵＰ処理を行った後、又はステップＳ９においてボ
リューム値のＤＯＷＮ処理を行った後は、スライド操作が終了したか否かを判断し（ステ
ップＳ１２）、スライド操作が終了していない場合には、ステップＳ６に戻ってスライド
操作の有無を判断する。スライド操作が終了した場合、又はステップＳ１１においてボリ
ューム値を元に戻した後は、ボリューム停止処理を行って（ステップＳ１３）、このフロ
ーチャートを終了する。
【００２８】
なお、上記フローチャートにおいて、タイムアップしたときはステップＳ１１において元
のボリューム値に戻すようにしたが、タイムアップしたときはボリューム値を最適値に設
定するようにしてもよい。
【００２９】
また、上記実施の形態においては、ボリューム値を調整する場合について説明したが、低
音（ＢＡＳＳ）の調整、高音（ＴＲＥ）の調整、前後の音量の比（ＦＥＤ）の調整、左右
の音量の比（ＢＡＬＡＮＣＥ）の調整についても、上記実施の形態と同様に、ガイド形状
３の曲線の凹部３ａを頂点部とし、その頂点部に対応するタッチセンサ４ａの位置を基準
位置として、その基準位置を中心として押下してスライド操作することにより所望の調整
を行うことができる。図７（１）、（２）、（３）及び（４）は、それぞれ「ＢＡＳＳ」
、「ＴＲＥ」、「ＦＥＤ」及び「ＢＡＬＡＮＣＥ」を調整するための表示画面を示す図で
ある。
【００３０】
もっとも、ガイド形状３の曲線の頂点部としては凹部３ａに限定するものではない。図８
は、実施の形態の変形例であり、ガイド形状３１の曲線の凸部３１ａを頂点部とする構造
を示す図である。この図８の場合も上記図５の場合と同様に、凸部３１ａをタッチセンサ
４ａの基準位置とし、凸部３１ａの左右に形成された傾斜部３１ｂの方向にスライド操作
を行うことにより、所望の調整を行うことができる。
【００３１】
本実施の形態によれば、表示手段の表示面に配置されたタッチセンサを操作する際に、タ
ッチセンサの表面から突出したガイド手段に指を接触させて、ガイド手段の曲線を形成す
る凹部又は凸部を頂点部として、その頂点部に対応するタッチセンサの基準位置からのス
ライド操作の方向に基づき、調整値を変更するので、表示を見ることなく手探りで頂点部
を探し当てて、頂点部からのスライド操作の方向に基づき調整値を変更することにより、
タッチセンサの押下によって制御する調整値について、基準値からの増減の変化量を容易
に設定することができる。
【００３２】
また、本発明の実施の形態によれば、基準位置を押下することによって、極めて簡単に基
準値（最適値）を設定することができる。
【００３３】
また、本発明の実施の形態によれば、調整する前にまず基準値（最適値）に戻して、その
基準値からの調整を行うので、調整状態を容易に把握できる。
【００３４】
また、本発明の実施の形態によれば、基準値（最適値）に設定されたことをビープ音など
の報知によって容易に認識することができる。
【００３５】
また、本発明の実施の形態である車載音響装置によれば、ガイド手段の曲線を形成する凹
部又は凸部を頂点部として、その頂点部に対応するタッチセンサの基準位置からのスライ
ド操作を行うので、手探りで頂点部を探し当てて、車両の運転をしながらでも音響信号の
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出力レベルの調整値を変更できる。
【００３６】
なお、上記実施の形態における基準値（最適値）は、ユーザによって任意の値に登録でき
るようにしてもよい。この場合、ユーザが登録したい調整値に設定されている状態で、例
えば、ディスプレイ・タッチセンサ４の「●」マークの基準位置を所定時間以上押下し続
けるか、あるいは、「●」マークの基準位置と他のキー（ディスプレイ・タッチセンサ４
の他のマークでも、機械的なキースイッチでもよい）の同時押下などによって、その調整
値を基準値（最適値）として登録する構成にすればよい。
【００３７】
また、上記実施の形態においては、基準位置の押下を前提に各調整値の変更を行う構成に
したが、基準位置の押下を行うことなく、スライド操作を行った場合には、基準値（最適
値）に設定することなく、そのときに設定されている調整値からの変更を行うように構成
してもよい。この場合には、更に操作性が向上することとなる。
【００３８】
また、上記実施の形態においては、赤外線利用のタッチパネルを利用したとしても同様の
効果が得られることは言うまでもない。
【００３９】
また、上記実施の形態においては、車載音響装置を例に採って本発明の電子機器を説明し
たが、本発明の電子機器は上記実施の形態の車載音響装置に限定されるものではない。す
なわち、表示手段と、前記表示手段の少なくとも一部の表示面に配置されたタッチセンサ
と、前記タッチセンサの表面から突出し且つ該表面を凹部又は凸部を頂点部とする曲線で
縁取るガイド手段と、前記ガイド手段の曲線の頂点部に対応する前記タッチセンサの位置
を基準位置として、該基準位置からのスライド操作の方向に基づき調整値を変更する制御
手段とを有するような構成であれば、車載音響装置以外のあらゆる装置に対して本発明を
適用することが可能である。
【００４０】
【発明の効果】
上記のように構成された本発明の電子機器によれば、表示手段の表示面に配置されたタッ
チセンサを操作する際に、タッチセンサの表面から突出したガイド手段に指を接触させて
、ガイド手段の曲線を形成する凹部又は凸部を頂点部として、その頂点部に対応するタッ
チセンサの基準位置からのスライド操作の方向に基づき、調整値を変更するので、表示を
見ることなく手探りで頂点部を探し当てて、頂点部からのスライド操作の方向に基づき調
整値を変更することにより、タッチセンサの押下によって制御する調整値について、基準
値からの増減の変化量を容易に設定することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の電子機器の実施の形態である車載音響装置の外観図である。
【図２】図１のＸ－Ｘに沿う断面図の一部である。
【図３】実施の形態における車載音響装置のシステム構成を示すブロック図である。
【図４】実施の形態においてタッチセンサから指令を入力する様子を示す図である。
【図５】実施の形態においてボリューム調整の操作例を示す図である。
【図６】実施の形態においてメインＣＰＵによって実行されるボリューム調整処理のフロ
ーチャートである。
【図７】実施の形態において「ＢＡＳＳ」、「ＴＲＥ」、「ＦＥＤ」及び「ＢＡＬＡＮＣ
Ｅ」を調整するための表示画面を示す図である。
【図８】実施の形態の変形例におけるガイド形状の曲線の凸部を頂点部とする構造を示す
図である。
【符号の説明】
２　　操作パネル
３　　ガイド形状
３ａ　凹部
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４　　ディスプレイ・タッチセンサ
４ａ　タッチセンサ
２０　メインＣＰＵ

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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